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                                          青森市立莨町小学校  保健室 

                                              

すくすく健康会議 

『ごみのないきれいな地域にしよう』 

第二回参観日の７月８日（金）６校時、本校体育館に全校児

童が集まって、すくすく健康会議が開催されました。 

 この会議は毎年、子どもの健康安全や生活環境に関すること

をとりあげ、学校や家庭・地域の方々が情報交換しながらいっ

しょに考えていく場です。 

 今回は、去る６月８日に実施した地域クリーン作戦で拾った

ごみのことについて取り上げました。たくさんの保護者の方に

も参加していただきました。 

 

会議の運営は保健委員・放送委員 

会議の準備は、児童会の各委員会で分担して進め、当日の会

議の運営は次のメンバーが務めました。 

 書記   ６年 ■■舞弥さん  ５年 ■■葵朱さん 

 マイク  ６年 ■■諒亮さん  ６年 ■■浩輔さん 

 放送機器 ６年 ■■優衣さん 

 司会   ６年 ■■ 大さん  ５年 ■■佳乃さん 

    企画委員による問題提起 

 

 

６月８日のクリーン作戦で拾ったごみは、企画委員と保健委員

で仕分け作業をした後、各学年でごみの調査活動をしました。 

 

 

拾ったごみの数 

タバコのすいがら    １８４５こ 

タバコの箱         ２７こ 

おかしの袋・たべがら   ３０８こ 

紙くず          １４３こ 

ペットボトル        １０こ 

その他の燃えるごみ    ６８８こ 

われたガラス       ５８９こ 

鉄くず・くぎ       ４３７こ 

あき缶           ８６こ 

かさ             ３こ 

その他の燃えないごみ   １４７こ 

 

 私たちがみんなで拾ったごみは、最初はごみではありませんで

した。誰かが捨てる前は、人間の役に立っていたものです。 

今日は、二つの課題について考えてみましょう。 

 

いったい誰がどんなふうに捨てたのだろう 

 

 

各学年で話し合った内容を、代表の人たちが発表してくれました。 



発表した人 

１年  ■■李和さん 

２年  ■■みおさん   ■■芙実和さん 

３年  ■■功二さん   ■■ 遥さん 

４年  ■■彩音さん ■■静琉さん ■■■凜乃さん      

■■裕大さん 

５年  ■■孝行さん  ■■悠貴さん  ■■隆則さん 

 ６年  ■■諒亮さん 

 

 
                                 

  

 

 

 地域をずっときれいにしていくために 

私たちにできることは何だろう 

 

 
 

発表した人 

 

  １年  ■■伎良さん  ■■三大さん 

  ２年  ■■朱来さん  ■■諒大さん 

  ３年  ■■駿亘さん  ■■諒人さん  ■■澪さん   

■■奈央さん 

  ４年  ■■響さん   ■■桐子さん  ■■生利さん 

  ５年  ■■正泰さん  ■■万理夫さん 

  ６年  ■■匠さん 

 

 

 

 
 

意見・感想発表 

 

６年 ■■滉大さん 

 ごみはビニール袋などに入れて、それをリュックに入れるよう

にすると、捨てられるごみは少なくなると思いました。 

４年 ■■裕芽さん 

 学年代表の人たちの話を聞いていたら、少しずつでもできるこ

とがたくさんあると思いました。私も注意して生活したいです。 

 
５年 ■■正泰さん 

 ４年生の発表を聞いていたら、自分にもできそうなことがあり

ました。ビニール袋やミニごみ箱を持って歩いたり、ごみを拾

ったりすることです。やってみたいと思いました。 



 

高杉さん 

 町の中には、あまりごみ箱がないのだなということに気がつき

ました。そのために、ついつい道路に捨ててしまう人がいるの

かもしれません。みんなの発表の中にもあった、ごみを捨てる

ための袋を持ち歩くのはいい考えだと思いました。 

 

 

山田町会長さん 

 ６月のクリーン作戦の日は、私も皆と一緒に参加しました。 

ごみを拾っただけで終わらずに、その後に分類して勉強したこ

とに感心しました。このことが大人にとっても子どもにとって

も、地域をきれいにしていく運動に役立ってほしいなと思って

います。 

 

 

渡辺町会長さん 

 ６月の地域クリーン作戦の日は、私は皆と一緒に栄町方面へ行

きました。暑い日だったので、皆汗を流しながら拾っていました

が、誰一人不満そうな顔をせず、一生懸命に活動していました。

今日は拾ったごみをグラフにしていましたが、これを見ると一人

の人間が、大体５０こくらい拾ったことになります。とてもがん

ばったんですね。 

 私は、浦町中学校の生徒さんとも一緒にごみ拾いをしたことが

あります。中学生もみんな一生懸命拾っていました。その中に、

こんな生徒さんがいました。海の方にはたくさんごみが落ちてい

ることがいつも気になっていて、自分はそこのごみ拾いをよくし

ている。この生徒さんは大きくなってもきっと、ふる里の自然を

守るために続けていってくれるのではないかなと思いました。 

 今日の皆さんの活動はいいことだと感心し、とてもうれしい気

持ちになりました。 

校長先生のお話 

 

今日の会議の運営をしてくれた保健委員会や放送委員会のみな

さん、そしてまた、問題について発表してくれた企画委員会のみ

なさん、たいへんご苦労様でした。各学年でもよく話し合いして

まとめてくれました。 

みなさんに聞いてみたいと思います。 

「今まで、ごみを捨てたことがある人は、手をあげてください。」 

（誰もちゅうちょすることなく、正直に挙手してくれました。） 

 
今日の発表を聞くと、ごみは捨ててはいけないということは、み

んな知っているんですよね。あたり前のことなのです。でも、あ

たり前のことに気づいていない人がたくさんいるのです。 

まず、自分が捨てないようにすることが大切です。それを是非、

自分から進んでやってください。 

いつまでも地域がきれいなままでいるように、今日勉強したこ

とが役に立ってほしいと思います。 

この地域をずっときれいにするために 

私たち一人一人ができること 

 子どもたちからは、誰にでもできそうな、素朴で身近な対策が

たくさん出されました。校長先生が言うように、まず自分が捨て

ないことをこれから本気で実行していきましょう。これは大人も

子どもも関係なく心がけたいものです。 

 ５年生・６年生の高学年からは『捨てないという一人一人の意

識』『分別をして資源ごみを大切にする』ということがあげられま

した。また、『捨てる人はいつも捨てていて、拾う人はいつも拾っ

ている』だから『みんながポイ捨てをしない』ということもあげ

られました。 

 ６月のクリーン作戦で拾ったごみで一番多かったのが『タバコ

の吸殻 1845こ』です。子どもたちは、まるで宝物でも見つけた

かのように、吸殻をせっせと拾っていました。大人たちが身勝手

にポイ捨てしたごみを、子どもが拾ってきれいにしたのです。悲

しいことに、その翌日にはさっそく新しい吸殻が道路に落ちてい

ました。健全な子どもたちに育てる立場であるはずの、大人のモ

ラルが問われているような気がしてなりません。私たち大人も、

子どものよいお手本になれるように心して生活していきたいもの

です。 


